














 東北大学と NEC は、東北大学サイバーサイエンスセンター内に「高性能計算技術開発（NEC）共










いて活用され、多くの研究成果をあげています。2015 年 2 月から運用し全国の研究者に活用して
いただいているサイバーサイエンスセンターの新スーパーコンピュータシステム「SX-ACE」の開
発においても、これらのノウハウが活用されております。また東北大学と NEC は、文部科学省の














































 取り組みの具体的な例をご紹介すると、先ず、世界的な性能評価指標である HPCG を使った
SX-ACE の性能評価があります。他のペタフロップス級のスーパーコンピュータがピーク性能の
0.3%～5%程度しか性能を引き出せないのに対し、本研究部門では HPCG の SX-ACE 用チューニング
を施し、ピーク性能の 10%を超える実効性能を達成しました。このことは、量に頼らず質の高い
高性能計算が実現できることを示唆します。本成果は 2014 年 11 月に米国ニューオリンズで開催
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